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何故、校区公民館での講習か 

Å手ほどきを必要とする多数の県民が存在 

     Ÿインターネット初心者教育の必要性 

Å校区公民館(地域住民の活動拠点) 
ïインターネットの環境がない 

ïインターネット初心者教育のシステムがない 

 

佐賀県の目 標： 

「いつでも、どこでも、誰でもがICT に支えられた豊かなくらしを 

あたりまえのこととして享受できる佐賀県を目指して」 
「さがICT ビジョン２００８」より 

一方で、   世帯加入率44.5%(H23年3月、鳥栖市、基山町を除く) 

ブロードバンド通信網世帯カバー率100%を宣言(H21.3佐賀県．携帯電話を含む)                            



提 起 
「小規模な初心者向けインターネット講習会の開催 」 

    Ÿ敢えて、地域公民館で初心者講習会を行う 

Å3G携帯電話データカード＋ルータ 

ÅH２２年度まで、１年半の計画 

 

Å補助金50万円 

ïノートパソコン１０台  

ï携帯電話データカード(b-mobile3G hours150) 

ïルータ(有線LAN、無線LAN)  

Å講師・サポータ謝礼など：公民館・受講料を期待 

                 １万円/日×24日＝24万円 



講習会開催実績 

計画： 

 受講者６人、２～３時間／日、４日間の講習会を６回開催＝24日 

       Ÿ６人×４日×６回  受講者総数合計１４４人日   

実績： 
 ・講習会開催回数11回、 講習会開催日数1～5日間．平均講習会日数3.4日． 
  ・延べ講習会開催日数37日 
 ・講習会開催は1日２時間．1日当たりの受講者数：平均8人． 
 ・受講者総数は８９名． 延べ受講者総数は ２９９人日 
  (途中欠席者は考慮せず)   cf. 提案時受講者総数は１４４人日. 

講座内容： パソコン基本操作、文字入力、インターネット、電子メール 

                           加えて、デジカメ、年賀状など 



開催場所 開催日 受講者 内 容 

久保泉公民館 2010/2/23,24 8名 簡単な入力、インターネット 

西与賀Cセンター 3/20 3名 簡単な入力、インターネット 

西与賀公民館 5/18,19,20,21 9名 基本、文字、インターネット、メール 

久保泉公民館 7/23,8,27 14名 デジカメ、写真編集 

西与賀公民館 7/28,29,30,31 7名 基本、文字、インターネット 

北川副公民館 8/32,9/1,2,3 4名 基本、文字、インターネット 

大和町道の駅 11/8,9,10,11 6名 基本、文字、インターネット 

西与賀公民館 11/29,30,12/1,2 8名 年賀状 

兵庫公民館 11/29,30,12/1,2,3, 8名 基本、文字、インターネット 

久保泉公民館 12/6,7,8, 12名 年賀状 

北川副公民館 12/14,15,16,17 10名 基本、文字、インターネット、メール 

開催一覧： 

 基本：パソコン基本操作、 文字：文字入力  



平成22年12月 北川副公民館  



平成22年2月 於久保泉公民館 



平成22年3月 西与賀コミュニティセンター  



平成22年5月 於西与賀公民館  



平成22年7月 久保泉公民館  



平成22年11月 大和町道の駅そよかぜ館  



評 価 

Å「講習会は好評」          Ÿ「需要は確かにあった」 

ï「操作」をお教えする．サポータが付く Ÿ 達成感 

ï「シニアがシニアに、易しく、ゆっくり、丁寧に」お教えする  

Å「受講者がリラックスして参加」  

Å「やや年齢の高い高齢者層が参加」  

Å「おおよそ、男：女＝４：６」 

Å「ノートパソコン持込もかなり多い(約４割)」  

Åご自身が知りたいテーマを聞かれることも多い 

ïワード、エクセルを習いたいなども   Ÿ 相談活動も必要   

結論： 受講者を数人～１０人程度とする少人数を対象とする講習会は、 

    地域の公民館で実現可能  地域住民の方に喜んで頂ける 





携帯電話データカードによるインターネット環境  

開催場所 インターネット回線 利用日数 

久保泉公民館 携帯電話 7日 

西与賀CC 携帯電話 1日 

西与賀公民館 携帯電話 12日 

北川副公民館 携帯電話 8日 

大和町道の駅 ぶんぶんネット 4日 

兵庫公民館 携帯電話 5日 

インターネット回線利用状況 

インターネット環境： 

3G携帯電話データカード ＋ ルータ ＋ 有線LAN 

結論： 携帯電話は中速度回線． 

    「大容量画像を含む地図ページや、映像などを注意深く避ければ、 

      画像を含むWWWアクセスやEメールの講習を 

           少人数の受講者を対象に行うことができる． 

     しかし、本格的ブロードバンド回線が欲しい．」  

       Ÿ「地域公民館に、ブロードバンドのフリースポットを！」 



携帯電話データカードとルータ・LAN親機の利用の様子 久保泉公民館  



携帯電話による回線速度 

 【速度テストの測定結果例】 

  b-mobile 3G 

   北川副公民館(〒840-0015)図書室机北側 アンテナ：３本 
    SPEED 2.5 (nagoya.speed.rbbtoday.com) 

    計測日時 : 2010年8月24日火曜日 15時17分42秒 

      下り（ISPŸPC）: 619kbps 

      上り（PCŸISP）: 368kbps 

（参考） 同館でUQWiMAXも測定した． 
      機材は、AtermWM3400RN無線LAN内蔵ホームWiMAXルータ． 
  ＜WiMAX＞ 

           北川副公民館図書室机北側 

      SPEED 2.5 (nagoya.speed.rbbtoday.com) 

      計測日時 : 2010年8月24日火曜日 14時23分31秒 

       下り（ISPŸPC）: 824kbps 

       上り（PCŸISP）:  38kbps 



講習会の開催の費用について з 
講師・サポータ、講習会準備の 

謝礼・交通費などの人件費 

Å公民館から謝礼を頂ける感触はあった 

 

Å交付決定後、具体的に話を進めた結果、 

ï講師・サポータ謝礼を必要なだけは頂けていない 

ï一方、講師・サポータ謝礼、講座準備費は発生 

ï赤字となった 

Å予算：受講料収入24万円、144人日． 

Å決算：受講料収入156,000円、 299人日 

 

しかし 



講習会の開催の費用について и 
受講料の観点から： 

 ・今回頂けたのは： 261円/(人時)  

 ・予算での期待額： 556円/(人時) ～833円/(人時) 

 ・ある大手企業さん：2,917円/(人時) ～ 4,375円/(人時)   

講師・サポータ謝礼の観点から：  

受講者10名、2時間の講習につき： 

  受講料：250円/(人時)×2時間×10人＝5,000円 

           vs. 

  講師・サポータ謝礼：一律2,000円×3名＝6,000円 ＋交通費＋講座準備 

地域公民館での講習会開催の課題： 

   ・インターネット環境、パソコンの整備 

   ・お教えする側への謝礼の確保 



何故、インターネットの活用が安心と豊かさにつながるか 

    答＝「人は助け合って生きている 」、 「人とのコミュニケーションが生きる喜びに」 

Ŷ「助け合いは言葉を中心とするコミュニケーションが支えている」 

Ŷ「インターネットはコミュニケーションを、場所と時間を超えて、飛躍的に発展させる」 

国の目 標： 

「すべての国民が情報通信技術の恵沢を享受できる社会の実現 」 
「高度情報通信ネットワーク社会形成基本法（IT基本法）平成13年施行」より 

佐賀県の目 標： 

「いつでも、どこでも、誰でもがICT に支えられた豊かなくらしを 

あたりまえのこととして享受できる佐賀県を目指して」 
「さがICT ビジョン２００８」より 

  一方で、普及の現実（佐賀県）： 

      ブロードバンドカバー率（携帯電話を含む）＝100%（2009年3月）  

      ブロードバンド世帯加入率＝44.5%（2011年3月）   cf. 全国58%(2009.3) 

インターネット普及の観点から１ 



日本での普及：  

  ・学校教育、大きな企業(行政を含む)で活用が進められた． 

        学び方：「使ったことがある人に、使い方を聞く」 

               Ŷ「画面を見ても、次に何をしたら良いか分からない」 

                    「初心者がパソコンを与えられても使えない」 

  ・シニア層、農漁村、零細企業の方々が取り残された． 

                Ŷ「使い方を聞ける人がいなかった」 

インターネット普及の観点から２ 

人びとがインターネットを使うには、「利用をサポートする社会システム」が必要． 

               cf.    [自動車を利用するための社会の支援システム」 



「使い方を学べる、聞ける場が必要」 

普及活動の現状（佐賀県）： 

  ・中央公民館（市町）で、講習・勉強会・相談活動を展開しつつある（途上）． 

地域住民の皆様にインターネットを使って頂くには、 

  ・校区公民館での活動が必要＆可能性あり： 

    使い始めるための「講習」＋使い続けるための「勉強会・相談会」  

  ・校区公民館での普及活動の課題： 

    ・体制つくり 

    ・インフラ：フリースポット、パソコン 

    ・お教えする側の人材の確保と維持 

インターネット普及の観点から３ 

地域住民のインターネット活用を支援する場として、 

地域の公民館が有効であり、可能性があることを 

本事業により確認できた． 



᷂ḢЏ  

ノートパソコンの持ちこみＯＫ 

地域住民 地域公民館 

・講習会 

・ＰＣ勉強会 
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ネット環境 


